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キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

他
人
に
渡
さ
な
い
で
！

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人
に
渡
さ
な
い

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
銀
行
協
会
や
警

察
が
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
暗
証
番
号
を
教
え
な
い

　他
人
が
暗
証
番
号
を
聞
い
て
き
た
ら
、
詐
欺
を

疑
い
、
絶
対
に
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
家
族
や
近
隣
の
方
に
も
呼
び
掛
け
る

　こ
の
よ
う
な
詐
欺
が
あ
る
こ
と
を
周
り
に
知
ら

せ
、
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　電
話
口
で
、
警
察
官
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
「
あ

な
た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
「
口

座
か
ら
不
正
に
現
金
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
」

「
カ
ー
ド
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
。
「
確
認
の
た
め
、
暗
証
番
号
を
教
え
て

ほ
し
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
行

く
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
自
宅
に
来
た
警
察
官

を
装
っ
た
犯
人
に
暗
証
番
号
を
教
え
て
し
ま
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
と
ら
れ
る
。

※
銀
行
協
会
、
金
融
機

関
、
百
貨
店
の
店
員

を
装
う
手
口
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
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熊野町の古武家光博君（５）と一平君（２）
兄弟。幼稚園に通う光博君は、友達とかくれ

んぼをして遊ぶのが大好き。一平君は、お兄ちゃ
んと一緒に音楽に合わせて楽しく歌ったり、踊ったり

します。隣の家に住むおじいちゃん、おばあちゃんが作った
お米や野菜を毎日たくさん食べています。

表紙写真紹介
こ ぶ け みつひろ いっぺい

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙
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今
年
の
４
月
か
ら
、
下
蒲
刈
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
下
蒲
刈
に
遊
び
に
来
た
時
に
良
い

と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と
感
じ
、
移
住
を
決
め
ま

し
た
。

　
９
月
に
は
、
地
区
対
抗
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
企
画
し
、
幅
広
い
世

代
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
島

外
の
人
に
も
こ
の
島
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

角
幡 

彩
さ
ん
（
26
）

か
く
は
た

あ
や

呉
市
・
下
蒲
刈
町

き
ら
り

神
石
高
原
町

川
上 

学
さ
ん（
68
）

　
　 

久
美
子
さ
ん（
65
）

か
わ

か
み

ま
な
ぶ

く

み

こ

　
20
年
近
く
さ
れ
て
い
た
方
か
ら
引
き

継
ぎ
、
今
年
の
４
月
か
ら
共
済
委
員
を

し
て
い
ま
す
。
建
物
共
済
の
加
入
者
が

多
い
地
区
で
す
が
、
自
動
継
続
の
方
が

多
い
の
で
、
取
り
ま
と
め
が
楽
で
、
加

入
者
に
と
っ
て
も
安
心
で
す
。

　
狩
猟
免
許
を
持
つ
仲
間
５
人
で
「
井

関
山
く
じ
ら
」
を
結
成
し
、
有
害
鳥
獣

の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
限
り
地
域
の
役

に
立
つ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
の
手
口

広
島
県
警
防
犯
情
報

い

せ
き

県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

補
償
の
見
直
し
で
大
き
な
安
心

補
償
の
見
直
し
で
大
き
な
安
心
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県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

〜
西
日
本
豪
雨
災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
〜

〜
西
日
本
豪
雨
災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
〜

特集

　
広
島
県
農
林
水
産
局
が
ま
と
め
た
７
月
３

日
か
ら
８
日
に
か
け
て
の
降
雨
に
よ
る
農
林

水
産
関
係
の
被
害
は
、
総
額
7
7
1
億

1
6
0
0
万
円
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
作
物
で
は
1
2
1
3
・
8
㌶
、
園
芸

施
設
等
で
は
1
1
8
1
件
、
み
か
ん
、
か
ん

き
つ
等
の
樹
体
で
は
62
・
7
㌶
で
土
砂
流

入
、
流
失
・
冠
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
農
地
や
農
業
用
施
設
で
は
1
万

6
2
8
0
カ
所
で
農
地
法
面
崩
壊
、
農
道
損

壊
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

広
島
県
農
業
へ
の
被
害

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
７
日
か
ら
職
員
が

水
田
や
建
物
の
被
害
状
況
の
確
認
を
開
始
。
管

内
に
は
、
道
路
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
に
よ
り
車

共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
全
力

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

も
し
も
の
備
え
に

で
現
地
へ
入
れ
な
い
場
所
も
あ
り
、
そ
う
し
た

場
所
は
徒
歩
で
回
り
、
現
地
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
農
家
の
再
建
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う

共
済
金
の
早
期
支
払
い

を
行
う
た
め
、
被
害
申

告
を
呼
び
掛
け
、
損
害

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
稲
共
済
で
は
、
作

付
け
さ
れ
た
水
稲
の
全

て
が
流
出
ま
た
は
埋
没

し
た
「
収
穫
皆
無
耕

地
」
に
つ
い
て
損
害

評
価
を
実
施
し
、
８

月
31
日
に
1
0
3
戸
へ

1
0
1
3
万
7
4
9
2

円
、
９
月
14
日
に
13
戸

へ
1
0
5
万
5
0
2
6

円
の
共
済
金
（
仮
渡

し
）
を
お
支
払
い
し
ま

し
た
。
評
価
済
み
の
収

穫
皆
無
耕
地
以
外
の
水

田
は
、
損
害
評
価
の
と

り
ま
と
め
を
行
っ
て
お

り
、
12
月
下
旬
に
共
済

金
を
お
支
払
い
す
る
予

定
で
す
。
園
芸
施
設
共

済
で
は
、
28
棟
4
8
3

　
記
録
的
な
雨
や
同
時
多
発
し
た
土
石
流
が
各
地
を
襲
っ
た
西
日
本

豪
雨
。
広
島
県
で
は
、
７
月
５
日
か
ら
広
範
囲
で
雨
が
降
り
始
め
、

６
日
の
夕
方
か
ら
は
さ
ら
に
雨
脚
が
強
ま
り
、
大
雨
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
地
方
気
象
台
は
、
７
月
８
日
正
午
ま
で
の
５

日
半
の
間
に
、
７
月
の
平
年
雨
量
の
２
倍
近
い
雨
が
降
っ
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
雨
量
を
観
測
す
る
地
点
の
う
ち
、
半
数

近
く
が
「
百
年
に
一
度
」
以
上
の
ま
れ
な
雨
量
を
記
録
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

県内６日間の雨量
7月3日０時～8日24時までの降水量

※各市町の最大雨量観測地点の降水量を記載

呉市 517.5㍉
竹原市 465.5㍉
東広島市 488.0㍉
三原市 490.5㍉
広島市 474.5㍉
安芸高田市 450.5㍉

神石郡 426.0㍉
庄原市 415.5㍉
世羅郡 431.0㍉
尾道市 398.0㍉
福山市 410.5㍉
府中市 403.5㍉

アメダス期間降水量（7月3日0時～8日24時）
広島県農業気象災害速報（平成30年10月10日発行）

 
 

　
我
々
N
O
S
A
I
は
、
農
家
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
農
業
を
営
め
る
よ
う
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
皆
さ
ま
を
支
え

ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
自
然
災
害
な
ど
か

ら
農
家
の
経
営
を
守
る
た
め
、
水
稲
、

麦
、
家
畜
、
果
樹
、
大
豆
、
園
芸
施
設
、

建
物
、
農
機
具
を
対
象
と
し
た
共
済
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
備
え
と
し

て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

建
物
に
つ
い
て
は
、
火
災
な
ど
の
事
故
に

加
え
自
然
災
害
を
対
象
と
す
る
総
合
共
済

へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
西
日
本
豪
雨
で

は
、
７
月
５
日
付
で
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
（
広
島
県

で
は
次
の
市
町
）

　
当
該
市
町
の
組
合
員
の
皆
さ
ま

へ
は
、
共
済
掛
金
等
の
払
込
期
限

等
の
延
長
の
措
置
を
行
う
と
と
も

に
、
農
機
具
共
済
に
係
る
復
旧
履

行
期
間
を
３
年
間
延
長
し
、
4
年

以
内
と
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
加
入
さ
れ
、
西
日
本
豪

雨
で
果
樹
や
建
物
な
ど
が
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
や
現
在
の
加
入
内
容
な
ど
に
不
明
な

点
が
あ
る
方
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
各

支
所
等
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
建
物
共
済
の
加
入
内
容
の
見
直
し
な
ど

も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
救
助
法
の
適
用

●
広
島
市

●
呉
市

●
竹
原
市

●
三
原
市

●
尾
道
市

●
福
山
市

●
府
中
市

●
三
次
市

●
庄
原
市

●
東
広
島
市

●
江
田
島
市

●
安
芸
郡
府
中
町

●
安
芸
郡
海
田
町

●
安
芸
郡
熊
野
町

●
安
芸
郡
坂
町

【
11
市
４
町
】

万
2
9
0
3
円
、
建
物
共
済
で
は
2
8
5

棟
3
億
4
5
5
7
万
6
7
5
0
円
、
農
機
具

共
済
で
は
、
27
台
3
6
0
4
万
2
4
3
9
円

を
10
月
末
ま
で
に
お
支
払
い
し
、
果
樹
共
済

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
損
害
評
価
を
行
っ
て

い
ま
す
。
損
害
額
が
確
定
し
た
も
の
か
ら
、

順
次
、
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

土砂が流入した水田を確認する職員
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火
災
共
済
に
加
入
し
て
い
る

Ａ
さ
ん
の
話

　
わ
が
家
は
、
火
災
共
済
で
建
物
に

１
０
０
０
万
円
、
家
具
類
に
５
０
０

万
円
加
入
し
て
い
て
、
掛
金
は
１
万

１
１
０
０
円
だ
っ
た
わ
。
落
雷
で
テ

レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
家
電
が
壊

れ
て
修
理
に
25
万
円
も
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
の
。
約
15
万
円
の
共
済
金
が

出
て
助
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
少

し
補
償
が
あ
れ
ば
…
。

　
う
ち
は
総
合
共
済
に
１
５
０
０
万
円

加
入
し
、
掛
金
は
４
万
２
０
０
０
円

じ
ゃ
。
台
風
で
屋
根
や
外
壁
が
壊
れ
て

修
理
に
５
０
０
万
円
も
か
か
っ
て
し
も

う
た
。
も
ら
っ
た
共
済
金
は
２
４
９
万

５
０
０
０
円
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
が
、
も
う

少
し
も
ら
え
と
っ
た
ら
な
あ
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
日
々
寒
く
な
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
積
雪

に
よ
り
家
屋
に
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
季
節
の
前
に
、
建
物
共
済
の
加

入
内
容
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
具
類

の
ご
加
入
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
２
人
家
族
で
、
家
具
類
の
買

い
替
え
に
必
要
な
再
取
得
価
額
は
１
０
３

０
万
円
で
す
。
家
具
類
５
０
０
万
円
の
加

入
な
の
で
、
共
済
金
は
損
害
額
の
約
6
割

で
し
た
。

　
家
具
類
を
満
額
の
1
0
3
0
万

円
加
入
す
る
と
、
1
万
5
0
2
2

円
の
掛
金
で
、
共
済
金
は
満
額
の

25
万
円
に
な
り
ま
す
。

充 

実

ポ
イ
ン
ト

充 

実

ポ
イ
ン
ト

充 

実
ポ
イ
ン
ト

充 

実
ポ
イ
ン
ト

総
合
共
済
に
加
入
し
て
い
る

Ｂ
さ
ん
の
話

　
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
機
等
の
家
具

類
へ
の
落
雷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
建

物
部
分
だ
け
の
加
入
で
は
、
家
具
類
の
損
害

は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
建
物
と
合
わ
せ
て
家

具
類
も
満
額
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
故

家
具
類
へ
の
加
入
は
十
分
で
す
か

●
臨
時
費
用
担
保
特
約

　
事
故
の
際
の
臨
時
に
発
生
す
る
費
用
と
し

て
、
損
害
共
済
金
の
30
％
（
最
大
）
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
（
1
事
故
１
棟
あ
た
り

2
5
0
万
円
が
限
度
で
す
）

●
小
損
害
実
損
塡
補
特
約

　
建
物
、
家
具
類
お
よ
び
農
機
具
ご
と
の
損

害
の
額
が
30
万
円
以
下
の
損
害
に
つ
い
て
、

そ
の
実
損
害
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
（
加

入
要
件
が
あ
り
ま
す
）

●
収
容
農
産
物
補
償
特
約

　
収
穫
後
、
自
宅
の
住
宅
兼
納
屋
な
ど
に
保

管
中
の
「
米
・
麦
・
大
豆
」
が
、
水
害
や
土

砂
災
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
、
そ
の
損

害
に
対
し
て
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

（
総
合
共
済
加
入
建
物
に
限
り
ま
す
）

●
自
動
継
続
特
約

　
毎
年
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
な

く
、
同
内
容
で
の
補
償
を
継
続
し
ま
す
。
お
申

込
み
い
た
だ
け
る
期
間
は
最
長
10
年
間
で
す
。

特
約
を
付
け
て
充
実

火
災
共
済

　
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
、
物
体
の
落

下
飛
来
等
、
給
排
水
設
備
の
事
故
に
よ
る
水

ぬ
れ
、
盗
難
に
よ
る
き
損
・
汚
損
、
騒
乱
に

よ
る
破
壊
損
害

※
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
は
除
き
ま
す
。

総
合
共
済

　
火
災
共
済
の
対
象
事
故
に
加
え
、
①
風
水

害
、
土
砂
崩
れ
、
雪
害
な
ど
の
自
然
災
害

（
１
万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
支
払
い
対

象
）
、
②
地
震
・
噴
火
・
津
波
な
ど
（
損
害

割
合
５
％
以
上
、
家
具
類
は
損
害
割
合
70
％

以
上
が
支
払
い
対
象
。
加
入
金
額
の
50
％
が

支
払
い
限
度
）

※
総
合
共
済
は
、
加
入
で
き
る
建
物
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

●
国
の
農
業
保
険
法
に
基
づ
い
て
運
営
し
、

実
施
し
て
い
る
か
ら
安
心

●
1
年
契
約
な
の
で
、
掛
金
が
安
い

●
加
入
内
容
を
毎
年
見
直
し
で
き
る

●
住
宅
、
家
具
類
を
再
取
得
価
額
で
補
償

●
地
域
の
共
済
委
員
さ
ん
に
お
世
話
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
安
心

　
Ｂ
さ
ん
の
建
て
直
し
に
必
要
な
再
建
築

価
額
は
3
0
0
0
万
円
で
す
。
1
5
0
0

万
円
の
加
入
な
の
で
、
共
済
金
は
損
害
額

の
約
5
割
で
し
た
。

　
臨
時
費
用
担
保
特
約
30
％
を
付

帯
す
る
と
、
4
万
7
5
5
0
円
の
掛

金
で
、
支
払
い
が
74
万
8
5
0
0
円

増
え
て
、
共
済
金
は
3
2
4
万

3
5
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

※
自
然
災
害
の
場
合
は
、
損
害
額
か
ら
再
建

築
価
額
の
５
％
ま
た
は
１
万
円
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
額
を
差
し
引
き
し
ま
す
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建
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共
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の
ポ
イ
ン
ト
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共
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例
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共
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実
例
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所
等
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平成29年度 NOSAI広島家具類の支払状況（件数）

特集
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用
く
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ま
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。
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30－○○○○○○○○－001

12
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共 済 太 郎  様

見
本

30 10 23

30

総
合
共
済
へ
ご
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入
の
方
へ
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で
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加
入
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

こ
れ
ら
の
場
合
に
よ
る
収
入
の
減
少
が
補
償
の
対
象
で
す

　
加
入
申
請
に
必
要
な
書
類

を
ご
用
意
い
た
だ
け
れ
ば
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
申
請
手

続
き
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
（
書
類
を
預
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

い
、
収
入
保
険
と
類
似
制
度

と
の
保
険
料
等
の
比
較
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
各
支
所
等
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　事業年度が平成31年１月から12月の農家（個人・法人）については、平成30年11月30日まで
が、加入申請の期間となっています。
　平成31年２月以降に事業年度が開始する農業法人（青色申告を実施する）については、事業年
度開始月に合わせて加入申請手続きを行うことになります。
　加入手続きや申請時期など詳しくは、最寄りの各支所等までお問い合わせください。

収入保険のスケジュール
（保険期間が平成31年１月～12月の場合）

保険期間
（税の収入算定期間と同じ）

平成30年分の確定申告が
終わったら・・・

次の書類を作成します。

●過去の農業収入金額申告書
　（平成30年分）　

【添付書類】
●青色申告決算書等の
　税務申告書類の写しなど

保険金等の
請求・支払

平成31年分の確定申告が
終わったら・・・

●保険期間の農業収入金額
　実績申告書兼保険金請求書

【添付書類】
●青色申告決算書等の
　税務申告書類の写しなど

保険料、積立金、
事務費の納付

事故が発生したら・・・

自然災害などにより数量減少が
見込まれるときは、速やかに事故
の発生状況等の通知をお願いし
ます。

次の書類を作成し、保険金・特約
補てん金を請求します。

実施主体であるＮＯＳ
ＡＩ全国連が内容を審
査後、保険金・特約補て
ん金を支払います。

保険料と積立金は、分割支
払も選択できます（最終の
納付期限は保険期間の８
月末です。）

※保険料、積立金および事務費
の納入は、口座振替が原則で
す。

●事故発生等通知書

営農計画を
変更するときは・・・

作付けする品目や面積などを変更
するときは、営農計画の変更をお
願いします。

※農作業日誌、農産物の販売に関する
帳簿などを必ず記帳してください。

【参考】

支払
回数 口座振替月

一括

2回

3回

5回

9回

12月

12月、8月

12月、4月、8月

12月、2月、4月、6月、8月

12月、1月、2月、3月、4月、
5月、6月、7月、8月

12月 1～12月 確定申告後～6月

【 収入保険に関するＱ＆Ａ 】

　事
故
発
生
通
知
は
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
行
う
の
で
す
か
。

　
収
入
保
険
で
は
、
農
産
物
に
１
割

以
上
の
数
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
、
事
故
発
生
の
通
知
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　機
械
の
故
障
や
病
気
、
け
が
に
よ

り
出
荷
量
が
減
少
し
て
収
入
が
減
少

し
た
場
合
、
補
償
の
対
象
と
な
り
ま

す
か
。

　
機
械
の
故
障
や
病
気
、
け
が
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
つ
い
て

も
、
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
故
発
生
の
通
知
を
受

け
て
、
他
の
機
械
で
の
対
応
や
地
域

の
担
い
手
へ
の
作
業
委
託
等
、
営
農

を
継
続
す
る
た
め
の
努
力
を
行
っ
て

い
た
か
ど
う
か
な
ど
、
個
別
に
事
情

を
確
認
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　農
作
業
日
誌
に
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

か
。

　
農
作
業
日
誌
に
は
、
農
産
物
の
種

類
ご
と
に
、
作
付
け
、
施
肥
、
防

除
、
収
穫
等
の
作
業
日
や
作
業
内
容

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
様
式

は
、
農
業
者
が
通
常
作
成
し
て
い
る

日
誌
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Q.1A.1Q.3A.3 A.2 Q.2

　
収
入
保
険
に
加
入

す
る
た
め
に
は
、青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
要
件
に
な
り

ま
す
。

　
新
た
に
青
色
申
告

を
始
め
る
た
め
に
は
、

個
人
の
場
合
は
平
成

31
年
３
月
15
日
ま
で

に
、管
轄
の
税
務
署
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

青
色
申
告
を

し
ま
し
ょ
う

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

災害で作付不能に
なった

災害で作付不能に
なった 取引先が

倒産した
取引先が
倒産した

盗難や運搬中の事故
にあった

盗難や運搬中の事故
にあった

市場価格が
下がった
市場価格が
下がった

けがや病気で
植付・管理・収穫ができない

けがや病気で
植付・管理・収穫ができない

倉庫が浸水して
売り物にならない
倉庫が浸水して
売り物にならない

＄
￥

輸出したが為替変動で損失を受けた輸出したが為替変動で損失を受けた

収入保険事業

自然災害や病虫害などの
事故が発生した時には、まずは

電話などでご連絡ください。
事故通知書類の作成を

サポートします。
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倒産した

盗難や運搬中の事故
にあった

盗難や運搬中の事故
にあった

市場価格が
下がった
市場価格が
下がった

けがや病気で
植付・管理・収穫ができない

けがや病気で
植付・管理・収穫ができない

倉庫が浸水して
売り物にならない
倉庫が浸水して
売り物にならない

＄
￥

輸出したが為替変動で損失を受けた輸出したが為替変動で損失を受けた

収入保険事業

自然災害や病虫害などの
事故が発生した時には、まずは

電話などでご連絡ください。
事故通知書類の作成を

サポートします。
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平
成
30
年
産 

麦
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

平
成
31
年
産 

麦
の

共
済
掛
金
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降

の
加
入
か
ら
、制
度
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
を

お
忘
れ
な
く

家
畜
共
済

平
成
31
年
１
月
か
ら

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

臨
時
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た

第
１
号
議
案

農
作
物
共
済
（
麦
）
危
険
段

階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に

つ
い
て

第
2
号
議
案

園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

家
畜
共
済
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
９
月
10
日
に
臨
時

総
代
会
を
開
催
し
、
全
て
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
被
害
の
発

生
状
況
に
応
じ
て
農
家
ご
と
の

掛
金
率
を
設
定
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

農
作
物
共
済

　
対
象
組
合
員
42
戸
へ
共
済
金
52
万
７

５
１
３
円
を
８
月
31
日
（
金
）
に
お
支

払
い
し
ま
し
た
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
損
害

評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し
ま
し

た
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

「
平
成
31
年
産 

麦
共
済
加
入
申
込
書

兼
変
更
届
出
書
」
の
内
容
に
基
づ
き
、

共
済
掛
金
等
を
計
算
し
、
「
平
成
31
年

産
麦
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等

払
込
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
い
た
だ
き
、
払
込
期
限
ま
で
に

共
済
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。【

払
込
期
限
】
平
成
31
年
1
月
31
日

　
損
害
防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
、
削

蹄
助
成
金
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
交
付
申
請
書
に
削
蹄
料
の
領
収
書
か

請
求
書
の
写
し
、
も
し
く
は
削
蹄
実
施

者
に
よ
る
証
明
を
添
付
し
、
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
、
放
牧
等

に
よ
り
飼
養
場
所
を
変
更
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
も
、
異
動
お
よ

び
死
亡
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
平
成
31
年
2
月
28
日

新
し
い
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

❶
死
亡
廃
用
共
済
、
疾
病
傷
害
共
済

の
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら
か
一
方
を

選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

❷
飼
養
規
模
の
著
し
い
変
更
を
除
い

て
、
異
動
連
絡
は
原
則
不
要
で

す
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
け
出
は

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

❸
加
入
者
間
で
取
り
引
き
さ
れ
た
家

畜
は
、
導
入
後
２
週
間
以
内
（
待

期
間
）
の
事
故
も
補
償
さ
れ
ま

す
。

※
加
入
者
間
の
取
り
引
き
で
あ
る
こ
と

を
判
断
す
る
た
め
、
農
業
共
済
団
体

間
で
加
入
情
報
等
を
や
り
と
り
す
る

必
要
が
あ
り
、
個
人
情
報
に
関
す
る

同
意
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
死
亡
廃
用
共
済
〉

❶
加
入
の
単
位
が
「
搾
乳
牛
、
育
成

乳
牛
、
繁
殖
牛
、
育
成
・
肥
育

牛
、
繁
殖
用
雌
馬
、
育
成
・
肥
育

馬
、
種
豚
、
肉
豚
」
に
分
け
ら

れ
、
乳
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛

は
、
品
種
と
性
別
で
分
類
さ
れ
ま

す
。

❷
期
首
に
選
択
し
た
加
入
割
合
は
、

共
済
掛
金
期
間
中
は
原
則
一
定
で

す
。

❸
飼
養
計
画
を
基
に
概
算
で
掛
金
等

を
納
入
し
、
期
末
に
飼
養
実
績
と

の
差
額
を
精
算
（
追
徴
ま
た
は
還

付
）
し
ま
す
。

❹
１
年
の
間
に
大
き
く
価
値
が
増
加

す
る
「
育
成
乳
牛
、
育
成
・
肥
育

牛
、
育
成
・
肥
育
馬
」
は
、
事
故

発
生
時
の
評
価
額
を
基
に
共
済
金

を
計
算
し
ま
す
。

❺
加
入
者
か
ら
家
畜
商
が
購
入
後
、

と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診
断
さ
れ

た
場
合
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

〈
疾
病
傷
害
共
済
〉

❶
加
入
の
単
位
は
「
乳
用
牛
、
肉
用

牛
、
一
般
馬
、
種
豚
」
と
今
ま
で

ど
お
り
で
す
が
、
乳
牛
か
ら
生
ま

れ
た
子
牛
は
品
種
と
性
別
で
分
類

さ
れ
ま
す
。

１
．
共
済
金
の
支
払
基
準
金
額
が
見

直
さ
れ
ま
す
。

　
１
棟
ご
と
の
損
害
額
が
支
払
基
準
金

額
を
超
え
る
場
合
に
、
共
済
金
を
お
支

払
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
払
基

準
金
額
は
３
万
円
も
し
く
は
共
済
価
額

の
10
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
で
し
た

が
、
次
の
①
、
②
、
③
か
ら
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
②
、
③
の
支
払
基
準
金
額
を
選
択
さ

れ
る
と
掛
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

2
．
共
済
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
共
済
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
農
家
ご
と
の
共
済

金
額
８
千
万
円
を
限
度
と
し
て
掛
金
の
半

分
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

限
度
額
が
１
億
６
千
万
円
に
引
き
上
げ
ら

園
芸
施
設
共
済

れ
ま
す
。
（
復
旧
費
用
を
除
く
）

3
．
未
被
覆
期
間
も
補
償
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
近
年
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
、
未
被
覆
の
ハ
ウ
ス
で
も
被

害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
被
覆
期
間
の
み
の
短
期
加
入
が
廃

止
さ
れ
、
未
被
覆
期
間
を
含
め
た
１
年

間
の
加
入
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
被
覆
期
間
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
新
制

度
へ
の
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
３
万
円
も
し
く
は
共
済
価
額
の

20
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額

②
10
万
円

③
20
万
円

園芸施設共済の補償期間（1年）
積雪などで、一定期間被覆材を剥がす場合

被覆の状況 被覆期間

被覆期間

未被覆期間
（被覆材を撤去している期間）

現　行

改正後
（平成31年1月～）

補償期間

被覆期間 未被覆期間

未被覆期間は、骨組み部分を
補償の対象とします

「新・日本の農村」写真コンテストの作品を募集

詳しくは、全国農業共済協会のホームページをご覧ください。 ＮＯＳＡＩ協会

第43回

課　　題

応募方法 ●サイズは原則としてキャビネ判以上。白黒、カ
ラーいずれでもよく、応募点数は制限しません。
ただし、組み写真は１点６枚以内とします。
●締め切り 2019年２月28日（木）、当日消印有効。
●発表 農業共済新聞紙上

●応募先 全国農業共済協
会「写真コンテスト」Ｎ係

（〒102－8411　東京都千
代田区一番町19番地
電話03-3263-6413）

現代の農業・農村・農民をテーマに、その現実や明るく楽しい事象、
災害などをとらえたもの。

第42回最優秀賞作品
「いち・に・さんぽ」

農業共済事業



一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
た
な
職
員
が

　
加
わ
り
ま
し
た

加
藤 

大
樹

（
庄
原
家
畜
診
療
所
）

新

が
い
じ
つ
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●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

読
者
の
声

●
各
地
の
農
業
、
酪
農
に
携
わ
る
人
た
ち
の
笑
顔
や

苦
労
が
見
え
て
、
毎
週
楽
し
み
な
新
聞
で
す
。

（
64
歳
、
女
性
）

●
地
方
版
と
ク
イ
ズ
が
楽
し
み
で
す
。

（
70
歳
、
男
性
）

●
地
域
の
損
害
評
価
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
農
業

共
済
新
聞
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

（
78
歳
、
男
性
）

第
4
回

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、組

合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口
座
振

替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行

な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等

は
、各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岩
本 
拓
海
さ
ん
（
28
）

　
　 朱
美
さ
ん
（
25
）

庄
原
市
東
城
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

い
わ

た
く

み

あ
け

み

も
と

　
家
族
で
「
岩
本
観
光
り
ん
ご
園
」
を
経
営
し
、

２
５
０
㌃
で
30
品
種
の
リ
ン
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
に
結
婚
し
、
祖
父
か
ら
続
く
り
ん

ご
園
の
３
代
目
と
し
て
、
毎
日
リ
ン
ゴ
の
管
理
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
ン
ゴ
作
り
は
、
剪
定
・
摘
果
な
ど
日
々
の
管
理

の
積
み
重
ね
で
、
収
穫
の
時
に
は
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
ね
。
お
客
さ
ん
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

　
収
穫
し
た
リ
ン
ゴ
は
「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」
、

「
道
の
駅
遊
Y
O
U
さ
ろ
ん
東
城
」
な
ど
に
出
荷

す
る
ほ
か
、
り
ん
ご
園
で
直
売
や
全
国
発
送
を
し

て
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
狩
り
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

❶ リンゴは、皮付きのまま厚さ1cm幅に輪切りにし
て、芯をくりぬく。豚肉は4～５cm幅に切り、軽く
塩・こしょうをしておく。ニンニクはみじん切りに
する。しめじは石づきを除きばらす。レタスは大き
くちぎる。ブロッコリーは蕾だけ切っておく。

❷フライパンにオリーブ油とニンニクを入れて火にか
ける。香りが出てきたら、豚肉を焼き付けて、表面
の色が変わったら、リンゴを加える。

❸ しめじ、りんご酢、水、コンソメの素、塩、こしょ
うを加えてふたをして10分くらい煮る。

❹ 出来上がり前にレタスとブロッコリーを加える。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

「皆さんに喜んでもらえるおいしいリンゴを作って
いきたいです」と岩本さん夫婦と妹の清香さん（左）

２
カ
月
間
の

試
し
読
み
実
施
中

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や
農
業

保
険
制
度
に
関
す
る
情
報
を
週
刊
で
お

届
け
し
ま
す
。

　
農
業
共
済
新
聞
を
、
ま
ず
は
試
し
読
み
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
２
カ
月
間
無
料
で
お
読
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　
今
な
ら
、
お
試
し
後
に
引
き
続
き
購
読
い
た

だ
い
た
方
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ッ
ズ
を
差
し
上

げ
ま
す
。

《
試
し
読
み
お
よ
び
購
読
の
申
し
込
み
は
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所
等
へ
》

睡
眠
力
の
老
化
に

快
眠
の
工
夫
で

対
処
し
よ
う

　若
い
頃
と
比
べ
て
睡
眠
時
間
が
短
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。
深
く
眠
る

こ
と
の
で
き
る
「
睡
眠
力
」
は
脳
の
老

化
で
衰
え
る
た
め
、
睡
眠
時
間
は
年
齢

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
短
く
な
り
ま
す
。

特
に
中
高
年
以
降
に
な
る
と
深
い
睡
眠

が
減
り
、「
夜
中
や
早
朝
に
目
が
覚
め

る
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え
る
人
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る

の
が
眠
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

「
概
日
リ
ズ
ム
（
体
内
時
計
）」
で
す
。

　概
日
リ
ズ
ム
と
は
、
毎
日
だ
い
た
い

決
ま
っ
た
時
刻
に
覚
醒
・
休
息
す
る
体

の
リ
ズ
ム
を
維
持
す
る
仕
組
み
の
こ
と

で
す
。
人
間
の
場
合
、
概
日
リ
ズ
ム
の

周
期
は
お
よ
そ
25
時
間
。
実
際
の
1
日

の
時
間
と
は
ズ
レ
て
い
る
た
め
、
何
も

し
な
い
と
眠
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
毎
日
少

し
ず
つ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
人
間
の
体
は
太
陽
の
光

で
毎
日
概
日
リ
ズ
ム
を
調
整
し
て
い
ま

す
。
朝
日
を
浴
び
て
概
日
リ
ズ
ム
を
リ

セ
ッ
ト
し
、
休
息
か
ら
活
動
モ
ー
ド

へ
。
そ
こ
か
ら
12
時
間
ほ
ど
活
動
し
て

日
没
を
迎
え
、
残
り
の
数
時
間
を
静
か

に
過
ご
し
て
自
然
に
睡
眠
に
入
り
ま

す
。　快

眠
の
た
め
に
は
、
こ
の
概
日
リ
ズ

ム
の
活
用
が
重
要
。
朝
は
太
陽
の
光
を

浴
び
て
し
っ
か
り
覚
醒
し
、
逆
に
寝
る

時
間
が
近
付
い
た
ら
強
い
光
を
出
す
テ

レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
夕
方
以
降
は
覚
醒
作
用

の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
タ
バ
コ
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。
昼
と
夜
の
活
動
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
規
則
正
し
く
過
ご
す
こ
と

で
、
概
日
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　睡
眠
に
は
脳
や
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
し
、
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
短
い
睡
眠

時
間
は
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
気
が
付
か
な
い

う
ち
に
脳
の
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
た
め
に

も
、
良
質
な
睡
眠
が
取
れ
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。協

力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

リ
ン
ゴ
と
豚
肉
の

り
ん
ご
酢
煮

　
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
お
や
つ
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い

リ
ン
ゴ
で
す
が
、
カ
レ
ー
、
酢
の
物
、
サ
ラ
ダ
な
ど
お
か
ず
に
も
使

え
ま
す
。

　
リ
ン
ゴ
の
果
肉
は
空
気
に
触
れ
る
と
リ
ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
酸
化
し
、
褐
変
し
て
し
ま
い
ま
す
。
食
塩
水
に
漬

け
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
食
塩
水
に
漬
け
る
と
水
っ
ぽ

く
な
る
の
で
、
レ
モ
ン
汁
を
か
け
る
か
、
切
っ
た
ら
す
ぐ
料
理
す

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
１
日
２
０
０
ｇ
の
果
物
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
て
、
リ

ン
ゴ
な
ら
約
１
個
分
に
当
た
り
ま
す
。
多
す
ぎ
る
と
糖
分
を
取
り
す

ぎ
て
し
ま
い
体
に
良
く
な
い
の
で
、
適
量
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

リンゴ
豚肉（豚カツ・ステーキ用）
ニンニク
しめじ
レタス（またはハクサイ・キャベツ）
ブロッコリー
オリーブ油
りんご酢
水
コンソメの素
塩
こしょう

１個
２枚

ひとかけ
１/２パック

２枚
少々

大さじ１
１/２カップ
１/２カップ

少々
小さじ１/３

少々

作り方

今
回
の
食
材

リ
ン
ゴ

調理時間

30 分
料理のポイント

★りんご酢がない場合は、酸味や甘味を調節しなが
ら穀物酢や米酢を使いましょう。

★リンゴや酢は肉を柔らかくする効果があります。

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

　
リ
ン
ゴ
に
は
リ
ン
ゴ

酸
、カ
リ
ウ
ム
、ペ
ク
チ

ン
と
い
っ
た
成
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ン
ゴ
酸
は
疲
労

回
復
を
促
し
、カ
リ
ウ

ム
は
高
血
圧
予
防
・
体

内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出

に
効
果
が
あ
り
、食
物

繊
維
の
ペ
ク
チ
ン
は
整

腸
作
用
が
あ
り
ま
す
。

一
口
メ
モ

リ
ン
ゴ

か
っ
ぺ
ん



　
北
広
島
町
の
佐
渡
仁
美
さ
ん
（
27
）
は
、
２

年
前
、
同
町
の
農
事
組
合
法
人
芸
北
お
お
さ

（
水
稲
25
㌶
、
キ
ャ
ベ
ツ
３
㌶
な
ど
）
に
就
職

し
ま
し
た
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
キ
ャ
ベ
ツ
の

栽
培
・
出
荷
と
い
っ
た
農
業
に
携
わ
り
、
冬
の

間
は
ス
キ
ー
場
に
勤
務
し
な
が
ら
ス
キ
ー
選
手

と
し
て
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
や
り
が
い

　
７
月
上
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
毎
日

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
ま
き
・
苗
の
植
え
付
け
・
収

穫
ま
で
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
量
は

多
い
と
き
で
1
週
間
に
3
㌧
ほ
ど
あ
り
、
収

穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
同
町
に
あ
る
道
の
駅
や

直
売
所
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
「
収
穫

し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
見
る
と
、
仕
事
を
や
り
通

し
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も

キ
ャ
ベ
ツ
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
も

い
て
う
れ
し
い
で
す
。
就
農
当
初
は
、
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
間
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽

培
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
年
間
を
通
し
た
仕

事
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
佐
渡
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
同
法
人
で
共
に
作
業
す
る
加
計
定
さ
ん
は

「
パ
ワ
フ
ル
で
、
ど
ん
な
作
業
で
も
任
せ
ら

れ
る
」
と
佐
渡
さ
ん
を
頼
り
に
し
て
い
ま

す
。ス

キ
ー
の
選
手
と
し
て

　
12
月
か
ら
３
月
は
同
町
の
ス
キ
ー
場

で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
レ
ス

キ
ュ
ー
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
ス
キ
ー
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
佐
渡

さ
ん
自
身
も
小
学
校
１

年
生
の
時
か
ら
ス
キ
ー

を
始
め
、
加
計
高
校
芸

北
分
校
、
日
本
体
育
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ス
キ
ー
を
続

け
、
選
手
と
し
て
毎
年
国

体
に
出
場
し
、
今
年
度
の

札
幌
大
会
で
も
上
位
入
賞

を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

　
「
規
格
外
で
廃
棄
さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
を
使

用
し
て
加
工
品
を
作
る
ル
ー
ト
を
探
し
、
自

分
た
ち
が
育
て
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
活
用
で
き
る

方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
」
。
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
用
し
た
加
工
品
を
作
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
有
効
活
用
に
な
る
の
で
は
と
佐
渡
さ
ん

は
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
キ
ー
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
を
ス
キ
ー
選
手
と
し
て
の
目
標
に
あ
げ
て

い
ま
す
。
「
ス
キ
ー
で
有
名
な
の
は
北
国
で

す
が
、
広
島
県
か
ら
で
も
全
国
に
通
用
す
る

ス
キ
ー
選
手
に
な
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
、
子
ど
も
た
ち
に
目
指
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

13 122018  第18号

農
業
と
ス
キ
ー
で

奮
闘
、成
長

地域の話題地域の話題
　
山
に
囲
ま
れ
た
東
広
島
市
河
内
町
に
、

昨
年
６
月
に
移
住
し
た
柳
樂
倫
さ
ん

（
45
）
・
由
美
子
さ
ん
（
40
）
夫
妻
は
、

里
山
に
人
を
呼
び
込
む
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
４
月
、
自
宅
の
一
角
を
カ
フ
ェ

兼
手
作
り
雑
貨
店
「
C
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｏ
　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
に
改
装
、
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
同
店
で
は
、
倫
さ
ん
手
彫
り

の
木
の
ス
プ
ー
ン
や
、
由
美
子
さ
ん
が

作
っ
た
草
木
染
め
の
バ
ッ
グ
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
を
販
売
。
ま
た
、
有
機
農
家
の

友
人
か
ら
仕
入
れ
た
野
菜
を
使
用
し
た
料

理
や
、
自
家
栽
培
の
茶
葉
か
ら
作
っ
た
紅

茶
や
柿
の
葉
な
ど
の
野
草
茶
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
９
月
か
ら
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
や
ス
パ
イ
ス
が
香
る
チ
ャ
イ
を

配
達
す
る
「
c
a
f
e
の
宅
急
便
」
を
始

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
呼
び
掛
け

て
、
月
に
一
度
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
子
ど
も
た
ち
と
料
理
や
天
体
観
測
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
「
こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
企
画
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
自
然
の
恵
み
を
分

け
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
」

と
２
人
は
話
し
ま
す
。

里
山
に
憩
い
の
場

「自然の中で日々学ぶことがあり、毎日が新鮮」と柳樂さん夫妻

「CＯＤＡＭＡ ＮＯ ＭＯＲＩ」で提供す
るカレーと倫さん手作りのスプーン

「キャベツを購入したお客さんにおいしいと言ってもらえるとうれしいです」と佐渡さん

収穫と出荷の後、種まきと苗の植え付けなどの作業を行う

東広島市

な
ぎ
ら

り
ん

北広島町

　
標
高
３
７
５
㍍
の
自
然
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
、
９
年
前
か
ら
自
然
薯
（
１

㌶
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
高
原
特
有

の
昼
夜
の
寒
暖
差
と
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
地
下
水
の
お
か
げ
で
、
う
ち
の
自

然
薯
は
独
特
の
強
い
粘
り
と
深
い
味

わ
い
が
特
徴
で
す
。
な
る
べ
く
自
然

に
近
い
状
態
で
育
て
た
い
の
で
、
除

草
剤
は
一
切
使
い
ま
せ
ん
。

　
自
然
薯
栽
培

は
、
３
月
に
土

を
つ
め
た
直
径

６
・
５
㌢
の
パ

イ
プ
を
埋
め
込

む
畝
作
り
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

４
月
に
そ
の
パ

イ
プ
に
種
芋
を

定
植
し
、
そ
の
後
伸
び
て
き
た
つ
る

を
１
本
ず
つ
支
柱
に
誘
引
し
ま

す
。
水
が
多
過
ぎ
て
も
土
が
乾
い

て
も
い
け
な
い
の
で
、
７
月
に
は
畝

に
シ
ー
ト
を
か
け
ま
す
。
夏
場
の
除

草
作
業
は
大
変
で
す
が
、
全
て
手
作

業
で
行
う
の
は
、
当
初
か
ら
の
こ
だ

わ
り
で
す
。

　
自
宅
そ
ば
の
直
売
所
で
は
、
自
然

薯
入
り
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
う
ど

ん
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
乾
麺
と
い
っ

た
加
工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
現

在
も
新
商
品
を
開
発
中
で
す
。

　
自
然
薯
は
11
月
下
旬
か
ら
が
旬
。

た
く
さ
ん
の
人
に
気
軽
に
自
然
薯
を

食
べ
て
も
ら
い
、
「
お
い
し
か
っ

た
、
元
気
に
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

  

仙
石 

一
博
さ
ん 

（
61
）

「
せ
ん
チ
ャ
ン
フ
ァ
ー
ム
」

せ
ん

か
ず

ひ
ろ

せ
き

三
原
市
久
井
町

自
然
薯
で
多
く
の

人
を
元
気
に

「直売所でお待ちしています」と妻のヤチヨ
さんと一博さん

じ
ね
ん
じ
ょ



「かがやき農業」で紹介した三原市久井町「せんチャンフ
ァーム」の自然薯入りのそうめん、うどん、ラーメンの詰
め合わせをお届けします。コシの強さが自慢のそうめん
は、「三原ブランド」として三原市に認定されています。

せんチャンファームの
「自然薯乾麺バラエティセット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント
今回のプレゼント

①松尾芭蕉の一句「夏草や　○○○○ど
もが　夢の跡」
②団子、兜、亀。この三つに共通して後ろに
つく言葉は？
③言葉遊びの一つ。○○○も桃も桃のうち
④手袋などをしていない状態の手のこと
⑥昔は各家庭で小さな袋の中に小豆や数
珠だま、米などを入れて作られていた
⑦来年の干支
⑩嫌って避けること
⑬ぐあい、事情。○○○が悪い
⑭広島県では「ピオーネ」や「安芸クイー
ン」などの種類が生産されている
⑮去年大ヒットドラマの主題歌。
　独自の○○ダンスで有名
⑯人形の材料になったり、手紙に封をする
ために使われたり

①物語・糸を○○○
⑤大竹市の名産、
　大竹○○
⑥懐かしい過去のこと
⑧火災や自然災害への備
え。入って安心○○○○
共済
⑨屋根の下端、建物の壁面
より外に突出した部分
⑪決着をつけること。
　○○黒決める
⑫名古屋名物。ご飯の上に
うなぎを乗せ、さらにお
茶を加えたもの
⑰堂々としているさまを四
字熟語で

タテのカギ ヨコのカギ

⑩

⑬⑫ ⑭

⑪

⑰

⑤

⑧

①

⑨

⑥ ⑦

④③

⑮ ⑯
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広
告

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。

今回は大竹市に行ってきました。

み

く
ら
だ
け

中国地方では弊社のみが「飛助MG」の教習をして
おります。教習から販売までのアフターフォロー

（農薬の販売）を致します。安定感・散布能力・扱い
やすさは他社のマルチローターに引けを取りませ
ん。一度お使いになると驚かれることと思います。
詳細につきましては電話でお問合せ下さい。

農林水産航空協会指定

広島マルチローター教習所

TEL.08477-2-4505

講習の宿泊費を
ご負担いたします飛助MG

機体代 ： ¥1,298,000-（税抜） ＊割引には一定の条件があります

株式会社Co-de 代表取締役／谷口浩一
〒729-5121 広島県庄原市東城町川東1371-9

A B C D E

②
D

E

C

A

B

ノ
ウ
ギ
ョ
ウ

大竹市編

タ 　 シ ョ ホ 　 ザ
ナ セ バ 　 ケ ン ギ
バ ラ 　 タ ン 　 ン
タ チ ウ オ 　 カ
　 ャ 　 ル イ ス イ
ホ 　 ノ 　 ア ミ ノ
キ ョ ウ サ イ 　 チ

　四
季
に
よ
っ
て
変
化
す
る
自
然
の
表
情
を
感
じ
ら
れ
る

三
倉
岳
。
標
高
は
7
0
2
㍍
で
、
三
本
槍
の
花
崗
岩
の
岩

峰
が
特
徴
で
す
。
岩
峰
は
右
か
ら
順
に
、
朝
日
岳
、
中

岳
、
夕
陽
岳
と
名
前
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
山
麓
の
休
憩

所
か
ら
も
よ
く
見
え
ま
す
。

　三
倉
岳
周
辺
は
県
立
自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
初

心
者
か
ら
熟
練
者
ま
で
楽
し
め
る
登
山
コ
ー
ス
や
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
多
く
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

※
西
日
本
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
夕
陽
岳
と
中
岳
を
渡
る
ル
ー
ト

が
当
面
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
登
山
さ
れ
る
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　4
0
0
年
以
上
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
大
竹
和
紙
。
小
瀬
川
の

豊
か
な
水
と
和
紙
の
原
料
と
な

る
楮
の
生
産
に
適
し
た
土
質
に
恵
ま
れ
、
最
盛
期
の
大
正
時

代
半
ば
に
は
1
0
0
0
軒
を
超
す
製
紙
家
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
在
は
「
お
お
た
け
手
す
き
和
紙
保
存
会
」
の
み
が
手
す

き
和
紙
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
楮
か
ら
作
ら
れ
る
和
紙
は
仕

上
が
り
が
美
し
く
丈
夫
で
、
鯉
の
ぼ
り
用
の
紙
や
障
子
紙
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
大
竹
和
紙
の
「
手
描
き
鯉
の
ぼ
り
」

は
、
金
太
郎
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
出
産
祝
い

や
こ
ど
も
の
日
の
贈
り
物
と
し
て
人
気
で
す
。

　大
竹
市
内
に
あ
る
「
大
竹
和
紙
工
房
」
で
は
、
工
房
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
ほ
か
、
和
紙
で
作
ら
れ
た
作
品
の
展

示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

三
倉
岳

大
竹
和
紙

和紙や工房オリジナル
グッズの店
大竹和紙工房
大竹市新町1-5-1
TEL 0827-52-3641
営業時間　10時～16時
定休日　水・木・日・祝日大竹和紙で作った襖などの下地となる「下貼り」

工房で販売されている
和紙グッズ

僕
も
登
山
に

挑
戦
だ
！

僕
も
登
山
に

挑
戦
だ
！

こ
う
ぞ

や
り

か
こ
う

2

186

186

三倉岳
三倉岳休憩所
キャンプ場

大竹和紙工房

蛇喰磐

弥栄キャンプ場

JR大竹駅

JR玖波駅

高
速

道
路

JR山陽本線

山
陽

新
幹

線

JR大野浦駅

厳島

弥栄ダム

ふすま したば

金
太
郎
の
鯉
の
ぼ
り
、

か
っ
こ
い
い
な
〜

金
太
郎
の
鯉
の
ぼ
り
、

か
っ
こ
い
い
な
〜

●
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
グ
ラ
タ
ン

す
ぐ
に
作
り
ま
し
た
。
く
せ

に
な
り
そ
う
で
す
。

広
島
市
佐
伯
区
湯
来
町

Ｏ
さ
ん
（
65
）

●
自
然
災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま

す
の
で
総
合
共
済
へ
加
入
の

必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
八
千
代
町

Ａ
さ
ん
（
77
）

●
農
家
の
た
め
の
農
業
共
済
を

め
ざ
し
て
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。東

広
島
市
豊
栄
町

Ｄ
さ
ん
（
70
）

●
「
地
域
の
話
題
」
コ
ー
ナ
ー

が
興
味
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
の
特
性
を
生
か

し
、
農
業
を
す
す
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
姿
は
よ
い
刺
激

と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
羅
町  

Ｍ
さ
ん
（
61
）

●
近
い
よ
う
で
も
少
し
の
旅
行

に
は
県
外
を
選
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
県
内
の
魅
力
あ
る
所

を
案
内
さ
れ
る
と
、
近
い
か

ら
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

福
山
市
赤
坂
町
Ｍ
さ
ん
（
66
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

平
成
31
年

2
月
1
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
2
3
9
通

の
は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

安定性能
散布性能
低価格

1ha=10分



本　所
広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

NOSAI 広島への
お問い合わせ・ご連絡先

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

他
人
に
渡
さ
な
い
で
！

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人
に
渡
さ
な
い

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
銀
行
協
会
や
警

察
が
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
暗
証
番
号
を
教
え
な
い

　他
人
が
暗
証
番
号
を
聞
い
て
き
た
ら
、
詐
欺
を

疑
い
、
絶
対
に
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
家
族
や
近
隣
の
方
に
も
呼
び
掛
け
る

　こ
の
よ
う
な
詐
欺
が
あ
る
こ
と
を
周
り
に
知
ら

せ
、
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　電
話
口
で
、
警
察
官
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
「
あ

な
た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
「
口

座
か
ら
不
正
に
現
金
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
」

「
カ
ー
ド
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
。
「
確
認
の
た
め
、
暗
証
番
号
を
教
え
て

ほ
し
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
行

く
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
自
宅
に
来
た
警
察
官

を
装
っ
た
犯
人
に
暗
証
番
号
を
教
え
て
し
ま
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
と
ら
れ
る
。

※
銀
行
協
会
、
金
融
機

関
、
百
貨
店
の
店
員

を
装
う
手
口
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

第 18 号
〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   http://www.nosai-hiroshima.or.jp
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

発行／広島県農業共済組合
発行月／平成30年11月

熊野町の古武家光博君（５）と一平君（２）
兄弟。幼稚園に通う光博君は、友達とかくれ

んぼをして遊ぶのが大好き。一平君は、お兄ちゃ
んと一緒に音楽に合わせて楽しく歌ったり、踊ったり

します。隣の家に住むおじいちゃん、おばあちゃんが作った
お米や野菜を毎日たくさん食べています。

表紙写真紹介
こ ぶ け みつひろ いっぺい

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙
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今
年
の
４
月
か
ら
、
下
蒲
刈
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
下
蒲
刈
に
遊
び
に
来
た
時
に
良
い

と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と
感
じ
、
移
住
を
決
め
ま

し
た
。

　
９
月
に
は
、
地
区
対
抗
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
企
画
し
、
幅
広
い
世

代
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
島

外
の
人
に
も
こ
の
島
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

角
幡 

彩
さ
ん
（
26
）

か
く
は
た

あ
や

呉
市
・
下
蒲
刈
町

き
ら
り

神
石
高
原
町

川
上 

学
さ
ん（
68
）

　
　 

久
美
子
さ
ん（
65
）

か
わ

か
み

ま
な
ぶ

く

み

こ

　
20
年
近
く
さ
れ
て
い
た
方
か
ら
引
き

継
ぎ
、
今
年
の
４
月
か
ら
共
済
委
員
を

し
て
い
ま
す
。
建
物
共
済
の
加
入
者
が

多
い
地
区
で
す
が
、
自
動
継
続
の
方
が

多
い
の
で
、
取
り
ま
と
め
が
楽
で
、
加

入
者
に
と
っ
て
も
安
心
で
す
。

　
狩
猟
免
許
を
持
つ
仲
間
５
人
で
「
井

関
山
く
じ
ら
」
を
結
成
し
、
有
害
鳥
獣

の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
限
り
地
域
の
役

に
立
つ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
の
手
口

広
島
県
警
防
犯
情
報

い

せ
き

県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

県
内
全
域
を
豪
雨
が
襲
う

補
償
の
見
直
し
で
大
き
な
安
心

補
償
の
見
直
し
で
大
き
な
安
心




